


















わりについては、何よりも第四代院長ベーツとヴォーリズとの個人的な親交、友情があったことから説明されることが多い。さらにそ 二人の出会いについて、伝説 して捉えたいという人々の思いが、ある意味期待をこめて示されている。それは が海外での伝道活動への決意を与えられた一九〇二年、カナダトロントで開催されたトロントでの第四回学生伝道奉仕団大会に出席した際に、そこに後に 第四代院長、さらに初代学長となるベーツも参加していたのである。ベーツもまた の大会 おいてアジア伝道への決意を固めたこともあったので
、その






























???????????????? ??????????? ????????? ????? ???? ?? ???? ??
??????????? ????? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ??
?????????????? ???????? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ??
12
??????? ???????????? ??? ??? ???? ???? ???? ???? ??? ??? ??
????????????????





?? ????? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ??





















ト教主義 捨てて認定学校となるべきか、認定学校を得ずに私塾としての立場 とどまりキリスト教主義 徹底すべきか、 いう選択を迫られることになった。ただし文部省認定学校でない教育機関に対しては、上級 進 資格、徴兵猶予などの特権は認められなかったために、私塾の状態であった学院は生徒確保が徐々に困難となり、経営危機 直面しつつあった
。そのよ






















































思われる。というのも、 は来日直後 一九〇五年に神戸の関西学院を訪れてい が、それはキリスト教青年会（ＹＭＣＡ）関係の訪問であった
。ただしそこで学院との直接的なつながりを生













単なるクライアントではなく、 もに日本におけるミッション＝伝道活動の具体的な展開のためのフィールドであり、そこに二人は自らの宣教活動が具体的な形として実現する意味をもち、 「神学館」建設はまさにその第一歩と ての意味を持っていたのである。　
さらに一九二九年の上ケ原キャンパス建設のトータルデザインにおいて、当時の関西学院の
リーダー、ベーツとヴォーリズとの新しい学院形成のビジョンがより明確に打ち出されてい 。ヴォーリズは関西学院においては個別 建物の建築より 、キャ パス全体の統一感によるイメージを重視している。ただし原田校地 おいては、ヴォーリズ参画の時点ですでに何棟かの建築物が存在していた。そ なかで彼は、 ギリス人ウィグノール 設計 り一九〇四年に完成されたブランチメモリアルチャペルが持つ 煉瓦造りスタイルを神学館から高等商業学部の校舎まで援用している
。しかし上ケ原の場合はまったく白紙からの設計であるので、その意味で依頼




























astery for Service'' のエンブレムを掲げる図書館が知の集積の場として配置されるなかに、関
西学院大 が総合大学としての歩みを続けようとする姿勢を明確に打ち出している
。そのキャン
パス完成後、新たに作られた校歌『空の翼』は、第一節で「清明ここ 道ありわが丘」とキャンパスへの歩みをうたい、 第二節は 「眉にかざす清き甲山」 と正門からの風景を、 さら 第三節で 「旗は勇む武庫 平野」と、時計台二階から 展望をうたいあげるのも
、この新しいキャンパスへの
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inistry ', 関西学院七十年史編集委員会編、 『関西学院七十
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